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村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 議事録 

会議名 第２回 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会 

年月日 平成30年11月21日(水) 15:30～17:00 

会 場 村上市役所 ５階第５会議室 

出席者 【委員】 

 関川村商工会女性部 

公益財団法人 関川村自然環境管理公社 

 にいがた岩船農業協同組合 

 村上市民生委員児童委員協議会連合会 

 村上地域振興局健康福祉部 

 村上地域グリーン・ツーリズム協議会 

 関川村温泉旅館組合青年部  

 ＮＰＯ法人都岐沙羅パートナーズセンター 

 村上市消防団 

 いわふね森林組合 

  

 

村上市図書館協議会 

  

 

【村上市】 

 政策推進課 

 政策推進課 企画政策室 

 政策推進課 企画政策室 

 政策推進課 企画政策室 

政策推進課 企画政策室 

政策推進課 企画政策室 

 

【関川村】 

 総務課 企画財政班 

 

 

副部長 

専務理事 

組合長 

会 長 

部 長 

事務局 

部 長 

理事長 

団 長 

組合長 

 

 

会長 

 

 

 

課 長 

課長補佐 

係 長 

係 長 

主 査 

主 任 

 

 

副主幹 

 

 

伊藤真由美 

伊藤 保史 

井上 敏雄 

楠田  正 

佐々木綾子 

鈴木 信之 

高橋  俊 

忠  隆司 

中山卯一郎 

中山 金重 

林 久美子 

本保 和平 

山口又一郎 

脇川 香奈 

 

 

東海林 豊 

田中 和仁 

林  奈美 

田村 政和 

酒井 智律 

加藤  匠 

 

 

大島 祐治 

 

 

[進行] 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

１．開会 

 〈あいさつ〉 

 〈資料の確認〉 

 〈欠席委員の報告〉 

 

２．会長挨拶 

 〈あいさつ〉 

 

 村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会条例第６条１項の規定により、会長

が議長となりますので、会長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、これより議事進行を務めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

３．「報告（１）審議会委員からの意見等に対する回答について」説明いただ

いた後、皆様から質問をいただきたいと思います。それでは事務局より説明お

願いします。 
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事務局 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

山口委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

山口委員 

 

 

 

事務局 

 

山口委員 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

高橋委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

３．報告（１）審議会委員からの意見等に対する回答について【資料１】説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありますか。 

特になければ、「報告（２）平成30年度婚活事業について」事務局より説明

をお願いします。 

 

３．報告（２）平成30年度婚活事業について【資料２－１、２－２】説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありませんか。 

 

抽選で参加者を男女21名にしたが、直前のキャンセルであったため、落選者

から参加者の補充ができなかったのか。 

 

男性であれば、キャンセルが事前セミナー前であれば落選者から追加するこ

ともできたが、事前セミナー後であるとセミナーに参加していないことで問題

が生じるのではないかと考えたため、事前セミナー後の追加は行いませんでし

た。 

 

アンケート結果で異性との関係について、女性のほとんどが次に期待という

回答だったということだが、そのように回答した人を把握して次年度につなげ

るのか、それとも、次回も同じように抽選をするのか。 

 

男性参加者の抽選では、昨年度落選した人を優先する措置をとりました。 

 

男女21名という枠を考えると、キャンセルで空いた枠がもったいない気がす

る。 

 

アンケートの結果を見ると、男性と女性の考え方が全然違っていて、その辺

がいまどきの考え方であり、難しいところであると思う。 

 

男性参加者の事前セミナーでは、服装やデートの食事などについて細かく説

明がありました。その辺を男性参加者は素直に実践したことがアンケートの結

果につながっていると思う。女性参加者は、当日セミナーで現実的な説明を受

けていることで冷静にイベントに参加していると思う。 

 

アンケートの結果を見ると、イベントの広報について、一定の年齢層でＳＮ

Ｓが有効なツールになっていると感じたが、ＳＮＳではどのようなことを行っ

たのか。 

 

村上市広報担当のフェイスブックと実行委員個人のフェイスブックなどで

周知を行いました。 

 

ほかにありませんでしょうか。 

ほかになければ、４．議事に進みたいと思います。「議事（１）平成31年度

の取り組み（案）について」事務局より説明をお願いします。 

 

４．議事（１）平成31年度の取り組み（案）について【資料３－１】村上岩
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副会長 

 

事務局 

 

事務局 

（関川村） 

 

山口委員 

 

 

 

事務局 

 

鈴木委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

船定住自立圏共生ビジョン（案）抜粋【資料３－２】について説明 

 

今年は、自殺者が多いようだが特長はありますか。 

 

詳しい状況まで確認をしていません。後日、担当に確認して説明します。 

 

自殺が多いと言われている場所があるので、その場所について村で対策を検

討しています。 

 

ことばとこころの相談室事業について、支援対象となる児童の数は年々多く

なっていると思うが、資料３－２の19ページにある平成30年度事業費が、平成

29年度に比べてかなり減っている。その要因は、対象児童の減少であるのか。 

 

詳しい状況まで確認をしていません。後日、担当に確認して説明します。 

 

林業担い手育成事業について、資料３－２の28ページにある事業費を見ると

平成30年度、村上市は前年の半額になっている。村上市の林業を推進していく

考えはないのか。 

 

村上市は、県内で一番の森林資源を有する市であるので林業の担い手は重要

であると考えています。しかし、予算などが追い付いていない状況にあり、有

効な補助金などを模索していきたいと考えています。 

 

村上市だけで考えるのでなく、関川村と連携して林業振興を図っていくべき

である。 

 

斎場運営事業について、資料３－２の30ページにある事業費を見ると平成30

年度の事業費が増加しているが、利用する方が増えているということなのか。 

 

おそらく、施設の修繕が重なっているためで、火葬の件数が増えているわけ

ではないと思います。 

 

今後の人口統計は、どのように推移していくのか。 

 

高齢人口については、村上市の推計値の場合、2020年にピークを迎えるとし

ています。圏域を考えると、2020年からずれると思います。ピークを過ぎると

すべての世代で人口が減り始めることになります。 

 

今年は、なかなか火葬場の予約がとれないと聞いているが時期的なものなの

か。 

 

後日、担当に確認して説明します。 

 

今、村上市で財政プロジェクトを行っていると思いますが、平成31年度につ

いて、本共生ビジョンの事業も対象となるのか。 

 

事業ひとつひとつを見直しや削減するわけではなく、市全体として来年度以

降についても見直しを行っている。最終的には、事業の見直しなども必要にな

ると思います。今は、来年度予算の時期なので関係課からヒアリングを行い、
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会長 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

井上委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

市全体の調整を行っているところです。共生ビジョンの事業については、すべ

ての事業の全額ではありませんが、特別交付税措置をされてますので財源があ

るものについては、削減の対象にならないと思います。 

 

ほかにありませんでしょうか。 

ほかになければ、「議事（２）第２次村上岩船定住自立圏共生ビジョンの策

定について」事務局より説明をお願いします。 

 

４．議事（２）第２次村上岩船定住自立圏共生ビジョンの策定について【資

料４－１、４－２】説明 

 

ありがとうございました。今ほどの説明について、委員の皆様から何かご質

問、ご意見等はありますか。 

 

本ビジョンは、この地域に定住していくため、人口減少に伴うコンパクトシ

ティなど、この地域の方向性をとらえた取り組みで構成されているのか。 

 

定住自立圏の考え方として、人口減少する中で行政のサービスが低下してい

くと思いますが、その中で、自治体の枠を超えて、連携し事業やサービスなど

を共有し、事業の効果を高めながら継続させていくものであります。 

それぞれの住民の方は、自分たちのまちに住み続けたいと思う意志がありま

す。難しいことではありますが、その思いを調整してコンパクトシティの提案

ができるまでは至っていない状況です。その中で、できる限り壁を取り払って、

ここに住む方に同じようなサービスを共有して、地域に住んでいくにあたって

距離的な問題はありますが、どの人もサービスを受けることができるような地

域にしていくという考え方に基づいて取り決めをすることが定住自立圏の考

え方です。 

 

次の審議会で、委員から次期共生ビジョンの意見聴取をするのは無理だと思

うが。 

 

時間も限られているので、委員の皆様に文書で意見聴取をしたいと思いま

す。 

 

ほかにございませんでしょうか。 

無いようでありますので、以上で議事を終了させていただきます。続きまし

て、５．その他に移りますが、事務局から何かございますか。 

 

５．その他 

それでは、次第の５、その他について事務局より連絡させていただきます。 

本審議会は、すべて公開することとなっております。従いまして、会議資料

や会議録を公開させていただきます。 

また、会議録については、公開前に委員の皆様に発言内容を確認いただきま

すので、よろしくお願いします。 

本日の会議の報酬等につきましては、12月６日に指定された口座へ振り込み 

ますので、ご確認をお願いします。 

 

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

ないようであれば、議長を退任させていただきます。ありがとうございまし
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事務局 

 

 

 

副会長 

 

事務局 

た。 

 

大変ありがとうございました。 

以上で本日予定された内容をすべて終了いたしましたので、最後に閉会の挨

拶を佐々木副会長にお願いします。 

 

 （佐々木副会長あいさつ） 

 

６．閉会 

ありがとうございました。 

以上を持ちまして、第２回村上岩船定住自立圏共生ビジョン審議会を終了し

ます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

以上 

 

 

 


